
(1) 今後の地域の発展の中核を担う子育て世代・女性・若者が常陸太田市に定住し、生き生きと働くことができる雇用環境
づくりを目指し、子育て支援や定住関連施策を展開している常陸太田市と、労働市場のセーフティーネットとしての役
割を担う職業安定行政を展開している国の機関である茨城労働局が、それぞれの強みを生かして密接に連携し、効果的
かつ一体的に事業を推進する。

(2) 具体的な取組内容等については、常陸太田市と茨城労働局で設置する運営協議会で協議策定する。

協定に基づく主な内容

常陸太田市と茨城労働局・ハローワークとが連携を図ることにより、子育て支援や定住関連施策、雇用対策の「効果的な
事業展開」が可能に。

協定締結の意義

協定に基づく具体的な事業は、平成28年度に向けて、以下の取組内容を中心に協議していくこととしている。

【協議予定の主な取組内容】
①ＵＩＪターン対策の推進への取組
②ワーク・ライフ・バランス実現に向けた取組
③地域の優良な中小企業の魅力を発信する取組
④新規学卒者等のマッチング支援に向けた取組

（参考）上記①のＵＩＪターン対策として、28年2月に、常陸太田市と茨城労働局（ハローワーク常陸大宮）
とが連携し、「常陸太田市就職面接会」（※）を開催することとしているが、平成28年度においては、
この面接会の実施を含めて、総合的な雇用対策について協議していくこととしている。

今後の取組の方向

（※）「常陸太田市就職面接会」（平成27年度新規事業）
ア）ＵＩＪターンを考えている方には移住相談、イ）子育て中の方には保育園情報の提供するなど、雇用の場の確保に

つながるための総括的支援体制を整えた就職面接会
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協定のメリット

（１）地域の雇用問題について、国と自治体が連携・協力して取り組む課題が整理でき、共通認識を持つことができ

ること。

（２） 上記の課題に対して、国と自治体がそれぞれ責任を持って取り組む事項や連携して取り組む事項を明確にした

上で、各種の対策を一体的に実施することができること。

（３）協定で定めた事項を達成するために、国と自治体で日常的・継続的に連絡調整を行う枠組みを作り、実務的な

連携を強化できること。

（４）協定の締結により、労働局・ハローワークの業務に自治体の意向が反映され、これまで以上に密な連携を図れ

ること。
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